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計 13,667 

10月末日現在 前年同月比 
、 

リl 6,550人 -109人 

Ix 7,117 	-88 

-198人 

世帯数 3,915 	- 3 

	2P 

	3P 

0空缶で大壁画光成 

0獣血者に色紙ブレゼント 

0沢田茂氏青森地方法務 

	5p 

局長表影 

0朝野球選手機大会結果 

0交換留学生 

0金木病院力ルテ 

0戸籍の窓 

人
ロ
と

世
帯
 

P
 
P
 
P
 

《b
 

『1
 

8
 

0第 4 回金木町健康よつリ 

0町営住宅兜成 

0やさい生産額倍増 

生産者大会 

0高齢者活動 

0商工会婦人部 

創 0周年式典 

0奉仕活勤 

O やさい生産額倍増 

生産者火金 

主
 
な
 
内
 
容
 j 

編集と発行 

‘寺森県北津軽郡金木田I 
大字金木字朝日山 323 
電話図2111‘代表）内線40 

金木町企画室 

讐
i
事
事
，‘
羊
ご
着

Y》
羊Yミ
事
事
，
言
Y三
ー
言T言
工
三
き
i
,
,I,
,．
ー
 
，
，
》
，
ー

ー
ー
き
ー
！
苦I
Y言I
t鳶
 

昨
年
は
十
四
件
発
生
 

去
る
十
月
二
十
四
日
か
ら
三
 

十
日
ま
で
県
内

一
斉
に
 
中秋
の
 

火
災
予
防
運
動

4
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
当
金
木
町
に
お
い
て
 

は
十
月
二
十
八
日
、
金
木
消
防
 

団
員
、
金
木
幼
稚
園
幼
年
消
防
 

団
ク
ラ
プ
員
百
二
十
名
な
ど
総
 

勢
百
八
十
名
が
町
内

一
円
を
パ
 

レ
ー
ド
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
 

か
」
り

Iい
 
た
 
給
 
ま
 
い
 
上
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金
 
な
 
歌
 
期
 
晃
 
’

F
 
l

ー
 
国
」
 

1
 
f
W
 

日
 
不
 
“
 
一
 
ー
十
 

I
!
1

」
 
言
 

け
 
、
の
 
き

1 ‘
は
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点
 
木
 
？
 
い
 
間
 
生
 
は
 
防
 
内
 
十
 
園
 
、
町
 
が
 
斉
 
四
 
ィ
と
上
 

L
'
 

に
 
幼
 
多
 
。
し
 
、
 
は
 
的
消
 
て
 
に
 
の
 
。
 
、
 
を
 
ー
・
名
 
幼
 
金
に
 
実
に
 
日
 
ち
こ
ー
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 応

 
年
 
く
 
な
 
ス
 
、
 
に
 
防
 
り
 
よ
 
石
 
そ
 
町
 
呼
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な
 
年
 
木
 
か
施
 
中
か
 
ク

E
 

言
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消
 
な
 
い
 
ト
 
洗
 
呼
 
署
車
 
る
 
油
 
の
 
内
 
び
 
を
 
ど
 
消
 
消
 
い
 
さ
 
秋
 
ら
 

4幸
 
言
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防
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。
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か
 
パ
総
 
防
 
防
 
て
 
れ
 
の
 
三
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け
ま
し
た
。
 

ち
な
み
に
昨
年
は
、
町
内
で

十
四
件
火
災
が
発
生
。
そ
の
主

な
原
因
は
、
冬
期
間
の
石
油
ス

ト
ー
プ
の
取
り
扱
い
に
よ
る
も

の
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
金
木
消
防
署
で

は
次
の
三
点
を
重
点
的
に
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
 

①
ス
ト
ー
プ
の
上
に
は
、
洗
濯

物
を
干
さ
な
い
。
 

②
火
が
つ
い
た
ま
ま
、
ス
ト
ー
 

ブ
に
は
絶
対
給
油
し
な
い
。
 

③
風
呂
の
か
ら
た
き
。
 

火
の
取
り
扱
い
の
多
く
な
る

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
幼
年
消
防

ク
ラ
プ
の
呼
び
か
け
に
応
え
た

い
も
の
で
す
。
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たくさんの町民で賑わった健康まつり 
J 

虫歯が 1 本もなかった 3 歳幼児を表彰 

、 

ノ ーノ 

1
4
一
 

「望の会 Iの人たちによる手づくり作品の数々 

趣
ー
 

亀 

病人には噂畳ょ可て募が便利“と日赤．和久さん 

ゴ
 ；ー ノt、 

多ソ， 

、  
“〔7蔵 ‘、叱， 

栄養のパランスを考えた「試食コーナー」 

ヘルパー手つくりC)「介護用na j 
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何
よ
り
も
鶴
康
が
い
ち
ば
ん
〇o
O
 

「
第
四

回
金
木
町

健
康

ま

つ
り
」
盛
大
に
終

了
 

町
民
の
、
よ
り
一
層
の
健
康

に
願
い
を
込
め
て
ー
去

る
十

月
二
十
三
日
、
 
“
金
木
町
健
康

ま
つ
り
》
が
保
健
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

第
四
回
目
を
数
え
た
今
年
は

①
町
内
に
住
む
九
十
歳
以
上

（
一
一

十
三
人
）
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
“
写
真
展
4
 

②
身
体
の
不
自
由
な
方
の
た
め

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
 
“手
づ
く

リ
介
護
用
品
・
の展
示
③
「
望
の

会
」
（
脳
卒
中後
遺
症
者
）
に
よ

る
手
づ
く
り
作
品
展
示
④
家
族

の
笑
顔
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
⑤
成
 
 

人
病
予
防
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展

示
⑥
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
、
簡
単
で
安
い
材
料
を
使
っ

た
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
盛
リ

だ
く
さ
ん
の
充
実
し
た
内
容
。
 

中
で
も
九
十
歳
以
上
の
写
真
展

示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ど
の
顔
も

生
き
生
き
と
し
て
健
康
そ
の
も

の
。
訪
れ
た
町
民
も
び
っ
く
り

し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
ず
こ
の
日
は
、
大
橋
町
長

が
「
健
康
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
 

町
づ
く
り
に
努
め
た
い
ー
 
い

と
あ
い
さ
つ
。
 

こ
の
あ
と
、
昨
年
一
年
間
国

民
健
康
保
険
を
使
わ
な
か
っ
た

世
帯
（
医
者
に
か
か
ら
な
か
っ

た
世
帯
）
と
三
才
児
健
診
に
お

い
て
虫
歯
が

】
本
も
な
か
っ
た

幼
児
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
た
。
 

引
き
統
き
、
竹
内
武
六
金
木

町
国
保
運
営
協
議
会
長
が
 
「今

後
益
々
ご
健
康
で
ー
い

と
出

席
者
を
激
励
。
 

ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
県
支

部
の
和
久

エ
ミ
子
さ
ん
が
「
家

庭
看
護
の
仕
方
」
と
題
し
、①
病

人
に
は
畳
よ
り
ベ
ッ
ト
の
方
が

便
利
②
そ
の
ベ
ッ
ト
の
高
さ
は
、
 
 床

上
四
十
五
竺
位
が
適
当

ー
 

な
ど
と
講
演
会
も
開
か
れ
ま
し

た
。
 

な
お
、
今
回
の
受
賞
世
帯
及

び
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
国
保
優
良
世
帯
廿
成
田
新

一
 

（
田
町
）
須
藤
利
幸

（
藤
枝
）
 

山
本
幾
勇

（
美晴
町
）
中
島
裕

子

（
神
原
）
伊
丸
岡
正
（
下
派

立
）
他
七
十
三
世
帯
 
▼
三
歳

児
健
診
虫
歯
0
本
児
I

阿
部
南
美
 

（政
昭
）
神
明
町
、三
潟
哲
朗
（
耕

蔵
）
女
坂
、
外
崎
春
香

（
拓
）
 

上
古
町
、
白
川
祐
太

（
豊
）
芦

野
団
地
、
対
馬
嘉
香
（
幸

一
）
 

旭
ケ
丘
団
地
、
他
三
十

一
名
 

健
康
は

一
生
の
 

ク財
 
産
4
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‘
町
内
に
住
む
九
十
歳
以
上
の

元
気
な
中
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
・
 
コ
ーナ
ー
 

鱗
 

昨年一度も医者にかからなかった家族を表彰 

）
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和h 

ゆ
っ
た
り
ス
ペ
ー
ス
の
間
取
り
 

広々としたリビングキッチン 

町
で
は
低
所
得
者
を
中

心
に
入
居
者
を
選
ぶ
こ

と
に
し
て
い
る
が
、
立

派
な
た
め
希
望
者
が
殺

到
し
そ
う
だ
。
 

申
込
み
は
、
十

一
月

三
十
日
ま
で
建
設
課
へ
。
 

町
で
は
、
来
年
以
降

も
五
年
計
画
で
毎
年
四

戸
の
ペ
ー
ス
で
建
設
し
、
 

町
民
の
住
宅
不
足
の
解

消
を
図
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
 

設
総
額
は
三
千
七
＋
一
一

万
二
千
円
。
 

入
居
は
来
月
十
六
日

か
ら
に
な
り
、
家
質
は
 

ー
カ
月
ニ
万
八
千
円
。
 

大
東
ケ
丘
通
り
旭
ケ
丘
団
地
地
区

に
こ
の
ほ
ど
間
取
り
、
敷
地
と
も
ゆ

っ
た
り
と
し
た
町
営
住
宅
が
完
成
、
 

十
二
月
十
六
日
か
ら
入
居
の
運
び
と

な
っ
た
。
 

出
来
た
ば
か
り
の
町
営
住
宅
は
七

月
中
旬
か
ら
建
設
を
進
め
て
き
た
も

の
で
、
二
棟
四
戸
。
木
造
平
屋
建
て

で
床
面
積
は
約
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
 

（約
二
十

一
坪
）
。ニ
十
四
平
方
メ
ー
 

ト
ル

（
約
十五
畳
）
も
あ
る
台
所
兼

用
の
居
間
の
ほ
か
、

和
室
二
部

屋
 

（
八
畳
、六
畳
ー
 
共
に
押
入
れ
付
）
、
 

洗
面
所
、
ホ
ー
ル
、
風
呂
、
物
置
な

ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
ゆ
っ
た
り
ス

ペ
ー
ス
を
取
っ
て
い
る
。
敷
地
も
広

く
、
日
当
り
が
良
い
ほ
か
高
床
式
な

の
で
雪
片
づ
け
も
楽
々
。
四
戸
の
建
 

2棟 4戸建設された町営住宅 

土地取引きには 

届出が必要です 
1万m'(1町歩）以上の農地以外（宅地、山

林など）の土地について売買などの取引をする

場合は、事前に県知事へlIlILI」が必要です。 

届出をしないで土地取引をすると、6 カ月以

下の懲役または30万円以下の罰金に処せられる

こともあります。必ず届出はしましょう。 

⑥届出先 金木町役場企画室 

詳しいことは、役場企画室へお尋ね下さい。 

容53- 2111 （内線40) 

は関絢の 

〔国週固師1まで

にしましよう0 

同闘 

金木町における上位死因別死亡数（過去5年） 

58年 

59年 

60年

引年 

62年 

総死亡数 

100人 	~一‘ 

102人 

98人 

~ 06人 

~ 08人 

予
防
策
を
考
え

よ
う
 

ガ
ン
が
死
亡
原
因
の
ト
ッ

プ
ノ

・
 

③ 金木だより川川~川川I'll 

高
床
式
、

通
気
構
法
、
間
伐
材
利
用
の
 

モ
ダ
ン
な
町
営
住
宅
完
成
 

麟 

ガンは金木町の総死亡数の約3分

の1を占め、死亡原因のトップとな

っています。 

昭和58年以前は、脳卒中、心疾患

で亡くなる方が主でしたが、ここ 5 

年問ではこれらを抜いてガンが最も

多くなってきています。しかし、健

康増進・疾病予防 (1次予防）や早

期発見・早期治療 (2次予防）を行

うことによって、ガンによる死亡を

防ぐことが可能になります。 



澗
施
圏
包

て
凹
富
す
…
…
高
齢
者
活
動
 

」

、
ノ、
ノ
、
ノ
、
く
ノ
、
くく
ノ
、
g

＞
「
、
ノ
＞
、
ノ
、

ノ
、
ノ、
ノ
、
ノ
、
／
、
ノ
、
ノ、
／
、ノ
、ノ、
ノ
、ノ
、
ノ、
？5

、
、

ノ
「
、
ノ

、
J
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ

、
ノ
？
、
く
ノ
、
ノ
、
 

クサ
ツ
マ
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掘
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方
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穫
に
汗
流
す
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ノ
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ノ
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喜
良
市
地
区
の
お
 

年
寄

り
 

賃
さ
壬
貨
（吾
骨三
可に
ょ
露誓
芋
【！
喝

d
 

や
さ
い土
t
に
Jり
耗
下（
●
ー
蛇
土

‘
・今
 

金木農協で行なわれた大会 

土
「‘
り
げ
）
め
‘
血
叱ー
中
〈‘
工
女
 

（単位：千円） 

峯63年は10月25日現在 

野菜生産実績と生産目標 

＠昭和64年度やさい振興品目 	 峯63年はIO' 

ア．基幹品目 かぽちゃ、トマト、ながいも 
ィ．重点品目 にんにく、はくさい、きぬさや、そらまめ 

品 	目 64 年度目標 63年度実剥〔 62年度実績 
か Iま ち 	ゃ 50,000 34,055 25,684 
ト 	マ 	ト 50.000 32.022 16.926 
な が い も 50 .000 7.328 16,985 
に ん に 	く 10.000 10,636 5,853 
は 	く 	さ 	い 15,000 10. 88 1 5,964 
lま れ い し よ 7.000 5.005 4.981 
き ぬ さ や 6.000 1,913 422 
そ ら ま め 10,000 866 0 
生 し い た け 2.500 1.934 
加 工 や さ し、 500 374 
そ 	の 	他 2,000 1,098 860 

他 203,000 104.178 79,609 

みこ”となサツマイモを手に大喜びのお年寄りたち 

、
、
、
ノ
 

く意欲と生きがいのもてるむらづくりをめざそう 

慧讐験醗￥騒君篇 
皆―曳三縄吐、に s黒‘与戸へ 

I操il “か“; 

‘一
声
驚
ノ
 
＼
 

減
反
分
を
野
菜
生
産
で
補
お
う
ノ

・
 

ー
や
さ
い
生
産
額
倍
増
生
産
者
大
会

、
 

一
一十
八
日
、
金
木
 

て
中
谷

金
木

農
協
組
合

長

が

に
お
い
て
生
産
農
 
「

米
、
出
稼
を
補
点
す
る
た
め

事
務
所
、
金
木
地
 

の
野
菜
生
産
を
計
画
的
に
進
め

普
及
所
、
経
済
連
 

て
い
こ
う
」
 
と
あ
いさ
つ
し
た
 

T
人
が
出
席
し

て
 

後
、
来
賓
と
し

て
秋
元
助
役
ら

産
額
倍
増
生
産
者
 
が
「

農
業
情
勢

は
依
然
と
し
て
 

か
れ
ま
し
た
。
 

厳
し

い
も
の
が
あ
る
が
、

こ
れ
 

、
昭
和
六
十
四

年
 

に
負
け
な
い
で

頑
張
っ
て
ほ
し

扱
高
二
億
円
の
達
 
い

」
と
出
席
し
た
生
産
農
家
を
 

主
催
者
を
代
表
し
 

引
き
続
き
、
金
木
普
及
所
斉
 

藤
主
査
よ
り
今
年
度
産
野
菜
の

生
育
経
過
な
ど
に
つ
い
て
 
「今

年
は
五
月
上
旬
の
低
温
、

七
月

中
旬
以
降
の
ヤ

マ
セ
に
よ
り
主

力
の
カ
ボ
チ
ャ
が
被
害
を
受
け

た
が
、
そ
の
後
天
候
が
回
復
し

た
こ
と
で
ど
う
や
ら
平
年
作
が

確
保
で
き
た
ー
い
と

報
告
が

あ
っ
た
。
 

最
後
に
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
を

出
度
者
全
員
で
確
認
し
合
う
と

と
も
に
、
今
後
は
“
野
菜
三
倍

増
（
生
産
者
、
面
積
、
取
扱
高
）
 

計
画
運
動
を
展
開
す
る

こ
と
で

こ
の
日
の
大
会
を
終
了
し
た
。
 

農
村
社
会
の
急
速
な
高
齢
化

に
伴
い
、
農
村
高
齢
者
が
意
欲

と
生
き
が

い
の
も
て
る
新
し

い

む
ら
づ
く
り
の
形
成
を
め
ざ
そ

つ
ー
い
と
去
る
十

月
十
一
日
、
 

喜
良
市
地
区
・
六

十
五
オ
以
上

の
高
齢
者
二
十
人

が
 
クサ
ツ
マ

イ
モ
掘
り
4

に
心
地
よ
い
汗
を

流
し
ま
し
た
。
 

こ
の
活
動
は
、
 
「県
農
村
高
 
 

齢
者
役
割
対
策
事
業
」
の

一
環

と
し
て
金
木
地
区
農
業
改
良
普

及
所

（
工
藤
国
芳
所
長
）
と
、
 

「
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ

く
り

運
動
」
 
の
一環
と
し

て
金
木
町

社
会
福
祉
協
議
会
（
花
田

一
会

長
）
が
喜
良
市
・
米
谷

甚
九
郎

さ
ん
所
有
の
畑
ー
ア
ー
ル

を
無

償
で
提
供
し
て
も
ら
い
、

共
催

で
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
最
高
齢
者
の
桜

庭
英
三
さ
ん
（
八
十

三
才
）
ら

が
今
年
五
月
、
丹
精
込
め
て
植

え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を

ー
つ
ー
つ

丹
念
に
掘
り
起
こ
し
、

約
百
五

十
キ
ロ
の
大
収
穫
。
昨
年
の
ク
落

花
生
4

に
引
き
続
き
、
出
来
具

合
は
上
々
と
の
こ
と
。
 

こ
の
収
穫
さ
れ

た
サ
ツ
マ
イ

モ
は
、
こ
の
後
開
催
さ
れ
た
喜

良
市
小
学
校
の
子
供
た
ち
と
“
イ

モ
を
食
べ
る
会
4

で
試
食
さ
れ
、
 

子
供
た
ち

と
の
ふ
れ
合
い
の
中

で
も
よ
り
豊
か
な
人

間
関
係
を

深
め
合

い
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
お
年
寄
り

の
中
に

は
、
 一
人
暮
ら
し

の
老
人
も
い

て
、
 
「
こ
の
活
動
に
参
加
し
て

か
ら
友
達
も
で
き
、
と
て
も
楽

し
い
。
体
具
合
も
健
康
に
な
っ

た
み
た

い
だ
ー
い

と
、
う
る

お
い
の
あ
る
人
間
的
ふ
れ
合

い

の
中
で
の
暮
ら
し
を
、
と
て
も
喜

ん
で
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
 

ま
た
、

こ
の
ほ
か
に
も
地
域

の
花
だ
ん
づ
く
り
活
動
も
活
発

に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

HHmII川―聞金木だより ④ 

ー
な
ど

を
ス

ロ
 

激
励
。
 

去
る
十
月
二
十
八
日
、
金
木

農
協
会
議
室
に
お
い
て
生
産
農

家
、
北
農
林
事
務
所
、
金
木
地

区
農
業
改
良
普
及
所
、
経
済
連

等

約
百
二
十
人

が
出
席
し

て

カ
や
さ
い
生
産
額
倍
増
生
産
者

大
会
》
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
昭
和
六
十
四

年

度
や
さ
い
取
扱
高
二

億
円
の
達

成
を
期
そ
・？
ー
な
ど

を
ス

ロ
 

ー
ガ

ン
に
、
 



式辞を述べる福山婦人部長 
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⑤ 金木だよりI川川川川I'll' 

金
木
町
商
工
会
婦

人
部

（
福

山
初
枝
部
長
）
は
今
年
で
創
立

十
周
年
を
迎
え
、
去
る
十
月
十

七
日
金
木
町
中
央
公
民
館
で
記

念
式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

式
典
に
は
、
松
尾
官
平
県
商

工
会
連
合
会
長
、
花
田

一
県
議

会
議
員
、
大
橋
町
長
ら
来
賓
を
は

じ
め
、
会
員
百
五
十
人
が
出
席
。
 

席
上
、
福
山
部
長
が
「
若
い
人

が
、
安
心
し

て
町
に
残
れ
る
町

づ
く
り
の
た
め
に
、
今
後
も
協

力
し
た
い

ー
」
 
と
式
辞
を述
べ

た
後
、
会
員
功
労
者
十

二
人
に
感
謝
状
を
贈
呈
。
 

こ
の
後
、
大
橋
町
長

ら
来
賓
は
「
婦
人
部
の

者
 

活
躍
は
め
ざ
ま
し

い
も

弱
 

の
が
あ
る
・
今
後
も
町

演
 

活
性
化
の
先
導
的
役
割
 
 を

ー
」
な
ど
と
次
々
と
祝
辞
を

述
べ
た
。
 

同
婦
人
部

は
、
五
十
三
年
九

月
に
部
員
三
百
四
人
と
い
う
県

下
最
大
規
模
で
発
足
。
以
来
、
 

六
十
年
に
は
金
木

の
特
産
品
を

全
国
に
発
送
す
る
「
太
宰
ふ
る

さ
と
会
」
 
の
設立
や
、
最
近
で

は
 
「奴
デ
ィ

ス
コ
」
 
「太
宰
デ

ィ
ス
コ
」
 
な
どオ
リ
ジ
ナ
ル

・

デ
ィ
ス
コ
を
創
作
し
、
 
一
躍
県

内
外
に
知
れ
わ
た
る
ほ
ど

ユ
ニ
 

ー
ク
で
、
独
創
的
な
活

動
を
展

開
し
て
き
た
。
 

尚
、
式
典
で
次
の
方

々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
県
商
工
会
連
合
会
長
感
謝
状
 

ー
田
中
和
子

（
副
部長
）
佐
々
木

八
重
、
田
中
そ
ミ

（
常
任
委員
）
 

▼
県
商
工
会
婦
人

部
連
合
会

長
感
謝
状
ー
片
岡
祐

（
副
部長
）
 

桑
田
キ

セ
（
常
任
委
員
）
小
倉

さ
つ

（
監
査
委
貝
）
 

▼
町
商
工
会
婦
人
部
長
感
謝

状
ー
木
田
忠
雄

（
元
経
営
指
導

員
）
大
橋
み
ん
（
元
常
任
委
貝
）
 

大
橋
睦
子
、
今
幸
子

（
．ル
副
部

長
）
秋
元
ミ
チ
コ

（
元
役
貝
）
 

松
島
瞭
子

（
元
常
任
委
員
）
 

本
格
的
観
光

シ
ー
ズ

ン
が
終

り
に
近
づ

い
た
去
る
十
月
二
十

一
日
、
町
内
の
善
意

の
方
々
が

芦
野
公
園
内

の
ゴ
ミ
拾
い
に
泰

仕
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
泰
仕
作
業
は
、
町
が
広

報
紙
で
町
民
に
呼
び
か
け
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の

】
環
と
し
て
実

施
し
て
く
れ
た
も
の
で
、
こ
の
日

は
鳴
海
昭
治

さ
ん

（
美晴
町
）
、
 

須
崎
ヤ

へ
さ
ん
（
同
）
、
古
崎

ギ
ミ
エ
さ
ん
（
同
）
、
佐
藤
佳

津

f
さ
ん

（
芦
野
町
）
の
方
々

が
あ
い
に
く
の
雨
で
肌
寒
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
朝
か
 
 ら

園
内
の
空
き
缶
や
食

ぺ
殻
の

収
集
に
泰
仕
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

「
今
後
は
、
も
っ
と
仲
間
を

増
や
し
て
ー
ー
ゴ
ミ
が

ー
つ
も

な
い
公
園
に
し
た
い
い
と
、
鳴

海
さ
ん
ら

の
あ
た
た
か
い
善
意

の
声
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
 

町
で
は
、
引
き
続
き
こ
の
よ

う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
公園

内
の
草
と
リ
、
桜
の
枝
切
り
な

ど
何
で
も
結
構
で
す
）

に
ご
協

力
下
さ
る
方
を
募
っ
て
い
ま
す
。
 

連
絡
先
ー
役

場
企
画
室
 

公
h

・一
ー
二
一
」
一
（
内線
四
〇
）
 

、 

へ

一
 

聾
彰
」影
柵
配
。
ポ
魁
島
太
」
」徴
柳か
和る
 

ri
・
ユ
…
 
・
・
l
l
・
・
ー
金
木
町
商
工
会
婦
人
部
 

松尾官平県商工会連合会長より 
感謝状を贈呈される会員功労者 

概税の豆知識（納税貯蓄組合とは？) 

、
 

税金（国税、県税及び町税）を容易かつ確実に納付する

ため、一定の地域や職域等を単位として任意に組織し、組

合員の納税資金の貯蓄の斡旋その他必要な事務を行うこと

を目的とするもので、金木町には現在72の組合（加入世帯数 

2,454）があリ、組合員は次のような恩恵に浴しています。 

⑥完納報奨金の交付 

1 ，納期限内に完納した組合に対しては、完納町税額の5% 
2 ．納期限後12月木日までに全組合員が完納した組合に対

しては、完納町税の 3% 
3 ．納期限後1月末日までに全組合員が完納した組合に対

しては、完納町税額の 2% 
4. 納期限後 2 月末日までに全組合員が完納した組合に対

しては、完納町税額の1% 
＠事務費捕助金の交付 

l ．組合に対し、年問 2,000 円のほか組合員 1人につき年

問I (ID円の Iド務費が交付されます。 

＠納税貯蓄組合に加入しましよう。 

納税貯蓄組合への加入及び脱退は制限されません。最寄 

りの納税貯蓄組合の組合 ／ m, 	山」 

長へ連絡するだけで加入 ／ー 

できます。まだ、加入さ 	～11月の網税・・・ 
れていない方は今すぐ加 

入し、税金の納期内納付 	期の納期限は11月30日です 
を推進しましょう。 	 ．旦日I，象んえ入中 I ‘ら 

	ノ 

／ 果 	黒 

r~11月の納税～× 
固定資産税 4 期、保険税 3 

期の納期限は11月30日です。 

,早目に納めましよつ。 ノ 



で
っ
か
い
こ
と
に
ト
ラ
イ
し
よ
う
 

畠
飼
で
校
舎
に
大
轡
 直 
完
成
 

金
木
高

2
4H
R
5
文
化
祭

の
出
し

物
で
 

蚕

一
沢
田
茂
氏
に
 

一
青
森
地
方
法
務
局
長
表
彰
 

5
県
内
で
わ
ず
か
三
人
受
賞
5
 

,
 

ーI‘金木 1ライオン等そ二二二てー一 

JiulL 鯵報一II 
競Jz／曇う 

献血協力者に色紙プレゼント！ 

誌
一媛
塾
・
メ
ザ
り2
 

春
」
か‘

 ー
 
ー戸哲三氏揮ごうの色紙 

金
木
高
校
（
中
村
弘
校
長
）
 

2
4H
R

（
三
上隆
裕
教
諭
担
任
）
 

の
生
徒
三
十
三
名
は
、
去
る
十

月
八
日
か
ら
二
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
た
金
木
高
校
文
化
祭

の
出
し
物
の
ー
つ
と
し
て
、
一
一

万
二
千
個
の
ジ
ュ
ー
ス
空
き
缶

を
つ
な
い
で
ぶ
ら
下
げ
た
大
壁

画
を
完
成
さ
せ
、
町
内
外
の
人

は
も
と
よ
り
、
民
放
の
全
国
放

送
で
も
紹
介
さ
れ
る
な
ど
ち
ょ

っ
と
し
た
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
 

壁
画
は
、
高
さ
八
・
五
メ
ー
 

ト
ル
、
壁
二
十

ー
メ
ー
ト
ル
も

あ
る
大
き
な
も
の
。
図
柄
は
、
 

に
っ
こ
り
笑
う
ミ
ッ
キ
ー
と
ミ

ニ
ー
マ
ウ
ス
。
選
定
に
あ
た
っ

て
は
、
ク
ラ
ス
に
男
子
生
徒
が

六
人
し
か
い
な
く
、
女
子
生
徒

の
圧
倒
的
多
数
で
決
っ
た
と
か
 

ー
。
 壁

画
製
作
の
き
っ
か
け
は
、
 

担
任
の
三
上
教
諭
が
あ
る
雑
誌

の
中
で
、
大
分
県
の
高
校
生
が
 

一
万
個
の
空
き
缶
で
作

っ
た
 
クス
ー
パ
ー
マ
リ

オ
4
を
紹
介
さ
れ
て
い

る
の
を
見
つ
け
、
 「
在
 
 学

4
1に
何
か
大
き
な
こ
と
を
や

っ
て
み
よ
う
ー
 
い
と
生
徒
に

持
ち
掛
け
た
と
こ
ろ
生
徒
全
員

が
賛
成
。
 ー
カ
月
前
か
ら
ポ
カ

リ
ス
エ
ッ
ト

・
コ
ー
ラ
な
ど
の

空
き
缶
集
め
を
始
め
、
二
週
間
か

け
て
製
作
。
空
き
缶
は
、
最
初

一
週
間
に
五
干
個
の
ペ
ー
ス
で

生
徒
、
先
生
、
父
兄
が
懸
命
に

集
め
た
が
足
り
な
く
、
青
函
博

会
場
か
ら
約
四
千
個
ト
ラ
ッ
ク

で
運
ん
で
き
た
そ
う
で
す
。
 

製
作
に
あ
た
っ
て
一
番
苦
労

し
た
点
は
、
空
き
缶
の
悪
臭
が

ひ
ど
く
、
 一
つ
ー
つ
水
洗
い
し

た
こ
と
だ
っ
た
ー

と
か
。
 

「あ
ま
り
の
反
響
に

驚
い
て
い
る
。
米
年
は

何
や
る
の
？
・
ー
と
問い

合
わ
せ
が
殺
到
し
て
い

る
が
今
の
と
こ
ろ
計
画

が
な
く
ー
 
き
と

三
上

教
諭
も
来
年
に
向
け
て

早
く
も
頭
を
悩
め
て
い

ま
し
た
。
 

“
や
れ
ば
で
き
る
ー
 

ー
精
神
4
で
今
後
も
期

待
し
ま
す
。
 

県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
の
血
液

不
足
に
伴
い
、
金

木
ラ
イ
オ
ン
ズ

・

ク
ラ
プ

（
阿
部定

一
会
長
）
で
は
去

る
十
月
十
九
日
、
 

「愛
の
献
血
に
ご

協
力
」
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
ど
、
第
三
十
九

回
青
森
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
定
時
総
会
が
県
教
育

会
館
に
お
い
て
開
か
れ
、沢

田
茂
氏
（
嘉
瀬
）
が同
会
よ

り
ク
青
森
地
方
法
務
局
長

表
彰
4
を
受
け
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
同
氏
が
昭
和
一
一

十
六
年
以
来
、
長
年
に
わ

た
り
土
地
家
屋
調
査
士
と

し
て
法
務
行
政
の
円
滑
な

運
営
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

な
お
、今
回
の
受
賞
者
は
県

内
で
わ
ず
か
三
人
で
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
町
内
三
ケ
所
で

実
施
し
、
五
十
ニ
人
の
善
意
の

町
民
が
献
血
に
協
力
。
御
礼
と

し
て
同
会
貝
・
一
戸
哲
三
氏
（
雲

祥
I可
目
職
）
揮
ご

、つ
の
 
ク観
音

様
色
紙
ル
が
阿
部
会
長
か
ら
贈

呈
さ
れ
た
。
こ
の
思
わ
ぬ
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
、
献
血
に
協
力
し
た

人
た
ち
も
大
喜
び
。
 

ま
た
 
「ア
イ
・
バ
ン

ク
」
と
「
死
体
賢
臓
移

植
」
 
の
登録
受
付
も
同

時
に
呼
び
か
け
、十
二
人

の
方
が
協
カ
し
て
く
れ

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

"m川川川川川金木だより ⑥ 
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中央公民館で行なわれた表彰式 

目
と
な
り
ま
し
た
。
 

、
 
ホー
ム
・
ス
テ
ィ
と
は
？

・

外
国
の

一
般
家
庭

に
滞

在
し
て
、
風
俗
習
慣
、
語

学
を
学
ぽ
う
と
い
う
ミ
ニ

留
学
。
 

ソ 

くB級〉 くA級〉 

順位 チ ー z、 名 監 	督 順位 チ ー ム 名 監 	督 

1 C 1 T Y LI 白iil 	鉄也 1 金木町役場 泉谷 正幸 

2 男寿しクラブ 西村 伸逸 2 藤枝太陽クラブ 工藤 文裕 

3 金木野球クラブ 原田 順ー一 3 朝日クラフ’ 福長 勝義 

4 川倉愛球クラプ 其田 悠司 4 喜良市棒球隊 三上 修二 

5 ダ ザ イ 木村千代志 5 金木町役場B 白川 	貢 

6 あきもとエンジエルス 秋元 和雄 6  下山自動車 鈴木 	卓 

7 原田でんき 原田 	哲 7 アポロ吉崎 鎌田 由弘 

8 蒔I日フエニックス 徳田 	誠 8 県信用クラブ 秋元 隆良 

9 L町クラブ 楠美 省一 9 レ 	・7 	ッ 古川 政信 

10 小川川土地改良区 棟方 兼夫 10 イーグルス 白川 民雄 

0三 

C)二 

(-) パ一ムラン賞 

0 騒多勝利投手貧 

鳴海隆引．（男寿しクラプ〕 

塁 打 賞 藤元昭逸（上町クラプ） 

塁 打 賞 j丘村則彦（CITYII

鳴海隆弘（男瀞しクラプ） 

4本 

5本 

) 	5本 

9勝 

にJ ホームラン賞 嶋矯 真（県併堪クラブ） 

0三 塁 打 賞 U川1 馨（金木町役場B 

0二 塁 打 賞 工藤文久（金木町役場） 

0最多緋刊投手賞 	工藤秀光（‘枝太鵬クラプ, 

5本 

) 	3本 

5本 

8勝 J
 

〇
年
末
年
始
の
買
物
は
町
内
の
店
で
買
い
求
め
ま
し
ょ
う
r

・

〇
年
末
年
始
の
宴
会
は
町
内
で
実
施
し
ま
し
ょ
う
（

●
 

⑦ 金木だより川川川川川II・ 

五
月
か
ら
約
四
カ
月
間
に
わ

た
っ
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
、
 

金
木
町
朝
野
球
選
手
権
大
会
の

表
彰
式
が

去
る
十
月
二
十

一
日

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
A
級

は
c
l
T
Y
n
 、
B
級
は
金
木

町
役
場
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
念
 
 願

の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
A
級
下
位
ニ
チ
ー
ム

と
B
級
上
位
ニ
チ
ー
ム
は
、
来

季
は
そ
れ
ぞ
れ
A
級
、

B
級
入

れ
変
わ
り
ま
す
。
 

大
会
結
果
は
次
の
と
お

り
。
 

国
際
的
視
野

に
立
っ
て
、
異

文
化
を
理
解
し
よ
う
‘
ー
と
金

木

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
中
谷

定
雄
会
長
）
が
主
催
す
る
“
国

際

ロ
ー
タ
リ
ー
青
少
年
交
換
学

生
4
お
二
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

昨
年
一
月
か
ら
県
立
金
木

高

校
（
中
村
弘

校
長
）
で

日
本
文

化
、
日
本
語
な
ど
を

一
生
懸
命

勉
強
し
て
い
る
、
メ
ガ
ン
‘
ル
イ

ス
さ
ん
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
。
 

メ
ガ
ン
さ
ん
は
、
ォ
r
ス
ト
ラ

リ
ア
の
高
校
を
卒
業
し

て
か
ら

金
木
高
校
に
来
て
い
る
も
の
で
、
 

現
在
は
成

m
亀
逸
さ
ん
（
神
明
 
 町

・
小
泊
村
教
育
長
）
宅
で

ホ
 

ー
ム
・
ス
テ
ィ
し
て
い
ま
す
。
 

こ
ち
ら
に
来
た
時
片
言
し

か
話

せ
な
か
っ
た
日
本
語
が
、

現
在

は
ペ
ラ
ペ
ラ
。
先
頃
行
な
わ

れ

た
校
内
弁
論
大
会
で
も
ク
ラ
ス

代
表
と
し
て
出
場
、
 
「私
と
日

本
」
と
題
し
、

立
派
な
日
本
語

で
話
さ
れ
拍
手
大
喝
果
を
浴
び

た
ー
と
か
。
 

一
年
も
た
た
な

い
日
本
語
の
上
達
ぶ
リ
に
は
、
 

担
当
の
先
生
方
も
驚
い
て
い
ま

し
た
。
 

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
は
、
 

日
本
人
が

い
っ
ぱ
い
米
る
。
し

か
し
、
日
本
語
を
話
す
オ
 

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
少
な

い
。
大
学
を
翼
山来
し
た
ら
、
 

日
本
で
学
ん
だ

こ
と
を
活

か
せ
る
よ
う
な
観
光
業

の

仕
事
を
し
た
い
ー
い

と

将
米
の
夢
を
語
っ

て
く
れ

ま
し
た
。
 

米
年
一
月
帰
国
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
残
リ

少
な
い
時
間
を
有
効
に
ク背

春
の
日
本
4
 が
思
い
出
深

い
も
の
に
な
る
よ
う
ー
 
 

日
本
を
大
い
に
学
ん
で
帰
国
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
同
校
一
年
・
中
村
理

奈
さ
ん
（
金
中
卒
・
芦
野
団
地

）
 

は
、
米
年
三
月
ア
メ
リ
カ

（
オ

レ
ゴ
ン
州
）
へ
一
年
間
留
学
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

中
村
さ
ん
は
、
青
森
・
秋

田

両
県
八
人
の
一
人
と
し
て
留
学
，
 

メ
ガ
ン
さ
ん
と
同
様
、
ホ
ー
ム
・

ス
テ
ィ
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ

の
風
俗
習
慣
・
語
学
を
学
ぶ
も

の
で
す
。
 

学
校
で
は
英
語
研
究
部
に
属

し
、
英
会
話
が

か
な
リ
堪
能
で
 

「
将
米
は
英
語
教
師
に
な
り
た

い
ー
 
と
抱
負
を
語
っ

て
く

れ
ま
し
た
。
 

出
発
に
先
立
ち
、
今
年
の
夏

休
み
に
三
沢
米
軍
基
地
家
族
と

の
ホ
ー
ム

・
ス
テ
ィ
で
英
会
話

は
既
に
バ
ッ
チ
リ
マ
ス
タ
ー
済

み
ー
と
か
。
 

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
が
主
催

し
た
金
木
町
か
ら
の
交
換
留
学

生
は
、
中
村
さ
ん
で
今
回
二
人
 

窮
鋤
圏
学
生
で
回
隠
実
縮
膿
か
る
 

金
木
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
え
フ
主
催
廿
県
立
金
木
高
校
 

中村さん（左）とメガさん（右） 
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7
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木

野
宮
 
さ
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8
8歳
 
嘉
 
瀬

今
 
豊

成
 
8
1歳
 
喜
良
市

西
村

マ
ツ
ョ
 
7
4歳
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松
川
駒
太
郎
 

7
9歳
 
嘉
 
瀬
 

、
ー
係
か
ら

ー
・

ノ
 

皆
さ
ん
の
身
近
で
ホ
ッ
ト

な
情
報
を

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
役
場
企
画
室
広
報
広
聴

係
ま
で
。
 

、
 

嘉 金嘉 川 嘉

瀬 木瀬 倉瀬 

81 88 73 79 
歳 歳 歳 歳 

公立金木病院外科 三上俊郎 

「慢性動脈閉塞症」 
について 

金木病院力ルテ⑩ 

IトA 
I1. ちゃん 

(3 月22日生まれ 
体重 2.880グラム 
金木神明町 
長利育美さんの長男 

若
年
喫
煙
者
の
増
加
、
高
年

齢
社
会
お
よ
び
生
活
環
境

の
欧

米
化
に
伴
な
い
、

手
足

の
血
管

が
つ
ま
っ
て
、
血
行
障
害
を
起

こ
す
慢
性
動
脈
閉
塞
症
が
増
え

て
来
ま
し
た
。
慢
性
動
脈

閉
塞

症
は
、
閉
塞
性
血
栓
血
管
炎
（
バ
 

ー
ジ
ャ

ー
病
）
と
閉
塞
性
動
脈

硬
化
症
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
 

m
バ
ー
ジ
ャ

ー
病
】
通
常
は
手

足
の
主
な
動
脈
を

お
か
し
、
青

壮
年
男
子
、
こ
と
に
2
0ー
3
0歳

代
の
タ
バ

コ
を
吸
う
人

に
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
 

⑩
閉
塞
性
動
脈

硬
化
症
？
動
脈

硬
化
の

一
部
分
症
で
、
動
脈
硬

化
に
伴
う
ほ
か
の

病
気
を
合
併

す
る
場
合
が
多

く
、
中
・
高
年
以

上
の
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂

血
症
の
人

に
多
く
み
ら
れ
、

男

性
に
限
ら
ず
女
性
に
も
少
な
く

あ
り
ま

せ
ん
。
 

m
症
状
】
①
冷
感
→
左
右
ど

ち
 
 

①
加
ー
如
代
の
タ
パ
コ
を

吸
う
男
性
②
中
高
年
以
上

の
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高

脂
血
症
の
人

ー
に
多
い
。
 

ら
か
の
手
足
が

冷
た
く
感
じ
ま

す
。
手
掌
ま
た
は
指
腹
で
触
れ

る
と
、
対
側
肢
と
の
間

に
2
ー
 

3
セ
以
上

の
差
が
あ
リ
ま
す
。
 

①
ち
ん
ば
を
ひ
い
て
歩
く
→
あ

る
距
離
を
歩
行
し
た
際
、
筋
肉

に
一
種
異
な
っ
た
感
じ
を
自
覚

し
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
、
 
「痛

み
」
「け
い
れ

ん
」
 
およ
び
 
「疲

れ
」
な
ど
を
訴
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
歩
行
を
や
め
る
と
痛

み
は
数
分
以
内
に
止
ま
リ
ま
す
。
 

⑩
安
静
時
落
痛
→
常

に
持
続
す

る
癖
痛
で
、
刺
す
よ
う
な
、

ひ

き
裂
く
よ
う
な
痛
み
を
訴

え
る

こ
と
が
多
く
、
通
常
は
指
躍
先

端
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
潰
蕩
、
 

壊
痘
に
伴
う
痛
み
は
最

も
激
し

く
、
特
に
夜
間
は
、
は
な
は
だ
し

く
、
足
を
挙
げ
る
と
増
強
さ
れ

る
た
め
、
患
者
は
患
肢
を
下
げ

た
位
置
で
眠
ろ
う
と
し
ま
す
。
 

⑧
皮
膚
色
調
の
変
化
→
手
足
未

端
の
色
調
が
蒼
白
や
紫
色
に
な

り
ま
す
。
特
に
手
足
を
上
げ
下

げ
す
る
と
色
が
変
わ
り
、
シ
ビ

レ
感
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

②
保
存
療
法

一
①
全
身
管
理

・

①
禁
煙
す
る
こ

と
。
①
危
険
因
 
 

子

（
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂

血
症
）
の
治

療
を
す
る
こ
と
。
 

②
局
所
管
理

・
①
保
温

（
加
温

は
禁
忌
）
す
る

こ
と
。
①
屈
曲

位
を
禁
止
す
る

こ
と
。
団
清
潔

を
保
つ
こ

と
。
（
入
浴
は
非
潰
場

例
な
ら
可

）
。
ち
な
み
に
閉
塞

性
動
脈
硬
化
症
に
関
連
し
て
、
 

動
脈
硬
化
症
の
予
防
を
少
し

述

ま
す
。
①
日
常
生
活

の
心
が
け
・

①
規
則
正
し

い
生
活
リ
ズ
ム
を

作
る
。
①
ふ
と
り
過
ぎ

に
注
意

す
る
。
①
適
度
の
運
動
を
毎
日

の
生
活

に
と
り
入
れ
る
。
⑩
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に

各
人
が

工
夫
す
る
。
②
食
事

の

予
防
と
し
て
栄
養
素
の
バ

ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
生
活
が
大
切
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
①
ェ
ネ
ル
ギ
 

ー
の
と
り
過
ぎ

に
注
意
す
る
。
 

①
菓
子
類
、
噌
好
飲
料
は
ひ
か

え
め
に
す
る
。
①

一
日
一
回
、
 

植
物
油
を
使
っ

た
料
理
を
と
る
。
 

⑩
脂
肪
の
少
な
い
肉
や
魚
あ
る

い
は
大
豆
製
品
を
欠
か
さ
な
い
。
 

⑨
う
す
味

に
な
れ
て
塩
分
の
と

り
過
ぎ

に
注
意
す
る
。
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麻美ちゃん 
9 月24日生まれ 
休垂 3.100グラム 
金木団地 
鳴海嘉昭さんの長女 


